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研究
主題

「すべての子どもが夢中になり、健康で豊かな
スポーツライフの実現をめざす体育学習の創造」

～「わかる」「できる」「かかわる」楽しさの提供～



ごあいさつ

　第50全国学校体育研究大会は，長野県長野市を中心に行われることになりました。本大会開催のた
めにご尽力いただきました文部科学省をはじめ，長野県教育委員会，長野市教育委員会，長野県学校
体育研究会，そして第50回全国学校体育研究大会長野大会実行委員会の方々，及び関係各位に，日本
学校体育研究連合会を代表して，心から御礼申し上げます。
　さて，本大会では「すべての子どもが夢中になり，健康で豊かなスポーツライフの実現をめざす体
育学習の創造」～「わかる」「できる」「かかわる」楽しさの提供～を研究主題に掲げています。ま
ことに優れた研究主題であり，全国の参加者の期待が大きい内容であると思います。そこで，この主
題について少々考えてみたいと思います。まず，体育学習創造の目標は，「すべての子どもが夢中に
なること」および「健康で豊かなスポーツライフの実現」であります。これは現在の活動の質的目標
と，それが発展して将来のよい生活の実現へとつながっていくという教育的信念を表していると思い
ます。そして，その実現の手立ては，「（わからない）からわかるへ」「（できない）からできるへ」「（か
かわらない）からかかわるへ」と成長する楽しさを提供するのだとのべています。とくに「すべての
子ども」に提供するというところに，参加者の皆さまは注目するでしょう。というのも，全国的に日
本の子どもたちの中に，生きる力の衰退現象がみられるからです。つまり，「わからなくてもいい，
できなくてもいい，かかわりたくない，楽しくない」という輝きのない子どもたちが増えている現状
があります。生きる力の衰退です。この現状を打開することが全国的な課題となっているからです。
とくに，運動能力の二極化ということが言われていますが，下の方の極を上方に修正することが，体
育授業研究の重要課題であると思います。長野県は，教育熱心の気風が深く，優れた教員を輩出して
きた歴史を持っています。体育を指導する教員についてもそう言えるに違いありません。
　本大会の研究主題を巡ってさらに深い考察がなされることと思います。ここでは私の所感の一端を
述べさせていただきました。
　最後になりますが，二日間にわたって行われるシンポジウムや公開授業・研究発表をもとに，学習
指導要領のさらに深い理解を進めるために，活発な討議が行われ，大きな成功を収めて全国各地に持
ち帰られることを期待して挨拶とさせていただきます。

財団法人日本学校体育研究連合会

　会　長　片 岡 暁 夫



ごあいさつ

　ようこそ「長野大会」にお越しいただきました。長野県には，県民の心に深く根付き，親しまれて
いる県歌「信濃の国」があります。この曲は長野県民の心のよりどころとなり，共有の財産として歌
い継がれてきました。そこで，ご参会の皆様を「おもてなし」するために，この曲を今回のテーマソ
ングとさせていただきました。また，「長野大会」が開催される県都長野市は，長野オリンピック・
パラリンピック冬季競技大会が開催されました。このことは，スポーツが人類共通の素晴らしい文化
であることを実感すると共に，生涯にわたる豊かなスポーツライフを実現するためにも，長野市の大
きな財産となっています。
　さて， 3・11「東日本大震災」は，私にとって大きな衝撃でした。私は福島の大学を出ています。
東北地方には，多くの仲間がいます。とりわけ気仙沼や大船渡には，校長をやっている親友がいます。
私は「何としても，行かなくては」と思いました。「リンゴジュースを百本ずつ届ける」事を口実に，
30㍑のガソリンを積んで，気仙沼に向かいました。気仙沼に一泊し，陸前高田経由で大船渡に行き，帰っ
てきました。あの何とも形容しがたい光景は，私の価値感が根底から覆されるものでした。なぜ行っ
たのか，まだ答えは見つかりません，しかし，何かが私自身の中で変わりました。
　今，時間の経過と共に手応えとして感じている事は，「つながっている」と言う事です。被災され
た人たちのあの逞しさは，「つながり」があったからこそのエネルギーだと思います。日本の全ての
人たちが，我が事のように思える事は，そこに「つながり」があるからだと思います。そして，多く
の具体的な行為の「つながり」は「支え合うエネルギー 」となり「かかわっている」事をそれぞれに
実感できています。
　今回の「長野大会」では，研究主題を『すべての子どもが夢中になり，健康で豊かなスポーツライ
フの実現をめざす体育学習の創造』～「わかる」「できる」「かかわる」楽しさの提供～  とさせてい
ただきました。すべての子どもが，「わかる」「できる」「かかわる」楽しさと密接に絡み合い，指導
内容を確かに身につけ，運動の特性や魅力に触れている姿を「夢中になる姿」と捉えました。特に，「か
かわる」事の必須条件は，先の東日本大震災からの学びとも言える重要な位置づけと考えています。
　先に告示されている新学習指導要領の完全実施が，小学校では今年度から，中学校では来年度から，
そして高等学校では，25年度からの年次実施となっています。この時期にその趣旨を踏まえた体育・
保健体育の授業づくりについて全国の皆様に提案できる機会を頂きましたことは，本県の体育関係者
にとって大変光栄であるともに，その責任の重さを痛感しています。「長野大会」が，参加していた
だく多くの方々と「かかわる」ことが出来る，貴重な場となる事を確信しております。そして，「か
かわる」ことの意味を，再確認できる会にしたいと強く思っています。
　最後になりましたが，大会を開催するにあたりお力添えをいただきました文部科学省，及び（財）
日本学校体育研究連合会をはじめ，関係諸機関，講師，指導助言者の方々に厚く御礼申し上げます。

第50回全国学校体育研究大会　　
長野大会実行委員会

　会　長　柳 見 沢　　宏
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基調報告基調報告基調報告

報告者
長野大会研究主任　　秋山　昇
　　　（長野市立篠ノ井西中学校教諭）
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解　　説解　　説解　　説

解説者
文部科学省スポーツ・
青少年局体育参事官付
教科調査官　白旗　和也

「今後の学習評価の方向性について」
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解　説

「今後の学習評価の方向性について」

文部科学省スポーツ・青少年局体育参事官付教科調査官　白 旗 和 也
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シンポジウムシンポジウムシンポジウム
「指導と評価の一体化を目指した授業づくり」

コーディネーター
　鹿屋体育大学教授
　　佐藤　　豊
シンポジスト
　立命館大学教授
　　大友　　智
　神奈川県立希望ヶ丘高等学校教諭
　　松野　　明
　長野県喬木村立喬木中学校教頭
　　小笠原重光
　茨城県教育委員会指導主事
　　三田部　勇
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特別講演特別講演特別講演

講師
財団法人日本サッカー協会
副会長兼専務理事
田嶋　幸三
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講演題目

「『言語技術』が日本の学校体育を変える」

＜略　歴＞

　1957年熊本県生まれ。

　1976年，浦和南高校主将として全国高校サッカー選手権優勝。
　筑波大学大学院修士課程体育研究科修了後，古河電工に入社、日本代表フォワードとして活躍。

　1983～1986年，西ドイツのケルンスポーツ大学に留学し，B級コーチライセンスを取得。帰
国後，筑波大学，立教大学でサッカー部コーチを務める。

　1990～1995年，立教大学助教授。1996年～筑波大学客員助教授。2001年U－17日本代表監督
として世界大会出場を果たす。JFAの技術委員長を始めとした各種委員を務め，日本代表の強
化や若年層の育成に取り組んできた。

　2009年からは文部科学省中央教育審議会スポーツ・青少年分科会　スポーツ振興に関する特
別委員会委員も務める。

講　師：田嶋　幸三
（財）日本サッカー協会（JFA）副会長兼専務理事
（財）日本オリンピック委員会　理事
アジアサッカー連盟（AFC）理事
東アジアサッカー連盟（EAFF）副会長
文京区教育委員

─ 55 ─



ＭＥＭＯ

─56─




